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 四国技術事務所では、現場経験の少ない技術系職員を対象に、業務遂行上必要な基礎的技術

を習得させ、整備局の技術力向上を図る目的で基礎技術研修を企画・実施している。 
 人材育成センターにおける各種研修の取り組み状況の報告及び四国技術事務所で保有する施

設（ユニバーサルデザイン歩行体験施設、土木構造物実習施設、堤防点検実習施設、簡易DXル

ーム）、測定機器、文献等の紹介を行う。 
 
    キーワード 人材育成、技術力向上、体験型研修、ユニバーサルデザイン、バリアフリー、 

土木構造物実習、堤防点検実習、ＤＸ 
 

 

1.  はじめに 

四国技術事務所(以下、「四技」という)では、現場経

験の少ない技術系職員の技術力向上を図る目的で、計画

外研修「基礎技術研修」を企画・実施している。特徴と

しては、「①必要なときに必要な知識が集中的に習得で

きる短期研修、②何回でも受講可能な研修、③研修生が

事務所を越えて相談できる関係を作る、④講師をするこ

とによる技術力向上」として実施している。 

また、近年のＤＸ(デジタルトランスフォーメーショ

ン)を推進するための人材育成センターの役割も担って

おり、教室整備（簡易DXルーム設置済み）や資材購

入・研修プログラムの作成なども進めている。 

今回は、四技のこれまでの取り組み内容と効果につい

て紹介する。 

写真－1 四国技術事務所全景 

2. 計画外研修「基礎技術研修」について 

平成２６年度に２研修(「水質採水・分析・事故対

策」「コンクリート基礎」)で開始し、年間４～６研修

程度を実施している。(表－１参照)  

表－1 基礎技術研修 過去実施研修一覧 

 
実施に当たっての留意点は、事務所から参加しやすい

ように１泊２日とし、現場見学や体験を１つは取り入れ

親しみやすく理解しやすい研修、できる限り懇親を深め

ることも重点に計画・実施している。 
研修実施項目については、受講生の事後アンケート及

び送り出し事務所管理職からの要望アンケートを基に可

能な限り反映したうえで時代に合った効果的な研修とな

るよう努めている。その結果、平成２６年開始から年々

受講生が増加して、のべ４６４人の方が受講し好評を博

している。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－1 基礎技術研修 受講生変遷 



令和５年度には、受講生要望の多い「ＣＡＤ」の改善

点として、アンケート結果から「時間が短い」「理解不

足」の意見を受けて、基礎(６／１５－１６実施済)に加

えて応用(１１／９－１０)の計２回実施する。他にも環

境教育(８／２２－２３)、コンクリート構造物維持管理

(１０月頃)、水文(非出水期)、アスファルト・施工管理

(１２月頃)を予定・計画している。なお、実施要望の多

いコンクリート構造物維持管理及び施工管理については

実施内容を検討中である。 
座学と実地で学ぶ代表的な研修として、「コンクリー

ト基礎」について説明する。 
１日目は座学と演習、①「コンクリートの基礎」、②

「最近の話題」本省の動き、四国内での問題などの説明、

③「配合設計」配合設計の解説と演習、④「カーボンニ

ュートラル」取り組み説明、⑤「吸水率実験」水セメン

ト比の違いによる吸水時間の変化実験、２日目は⑥「生

コンプラント見学と受け入れ検査体験」を行い、受講生

から８３点／１００点満点の高評価を得た。そのなかで

も特に評価が高かったのはプラント見学と吸水率実験で

あった。(図－２参照)  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図－２ 報告書 
 

3.  保有施設紹介 

 (1)ユニバーサルデザイン歩行体験コース(以下、「Ｕ

Ｄ」という) 
四技のグラウンドに作られた１周２５０ｍの各種

歩道(良い例、間違った例、従来歩道など)のコースで

あり、白杖や車椅子・シニアカー・電動車椅子による

歩行体験及び老人・視覚障害(全盲以外)の疑似体験が

できる施設である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－３ ユニバーサルデザイン歩行体験コース平面図 
 

平成１７年オープンから令和５年４月までの間に、

のべ３３３団体、６，２６２人の方が体験され、参加

者の内訳は、学生が約４３％、コンサル＋企業＋その

他民間が約３１％、国＋自治体が約２６％であり、多

くの学生や技術者などに利用されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－４ ユニバーサルデザイン体験者数の変遷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－５ ユニバーサルデザイン体験者の内訳 



体験者の感想は、ほとんどの利用者が「大変分か

りやすい」との評価をいただいており、特に高知県・

徳島県などの職員研修にはほぼ毎年利用されている。 
また、小学校の授業でも多く利用されており、

「障害者は大変と解った」「障害者やお年寄りに優し

くしようと思った」等の感想をいただいている。一例

として、三木町立白山小学校からいただいたお礼状を

図－６に添付する。 

図－６ 白山小学校 お礼状 
 

実施に先立ち、先方とは机上の打合せだけでなく、

実際のコースを試しに体験してもらい、参加者が望む

内容を重視し、また当日の体験時に振り返りの時間を

設けて理解度を深める工夫を取り入れるなど、十分な

調整を行い綿密に計画していることが好評を博してい

ることに繋がっていると考えている。 
 
(2)土木構造物実習施設(以下、「ＤＫ」という) 

四技のグラウンドに多く利用される土木構造物に

ついて施工不良や維持管理を学ぶための実物大模型

（良い例と悪い例）を設置して研修で利用している。 
ＤＫを実際に見て触れることで、若手技術者の不

足しがちな現場経験の助けになるとともに、監督や検

査の重要性を知っていただくものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－２ 土木構造物実習施設 
 

非破壊試験等の体験は、鉄筋探査機(２方式)・超音

波探傷機によるアンカー長測定・シュミットハンマー

による微破壊強度試験・簡易支持力測定、他に近年の

維持管理の要望に伴う打音点検・クラック測定である。 
平成１７年に四国中央市より譲り受けた旧静進橋

(昭和４２年製作単純ＰＣポステンホロー橋→塩害実

例)、また旧肱川橋(鋼橋劣化事例)を橋梁劣化事例とし

て収集・展示・追跡試験をしている。 
平成１８年オープンから令和５年４月までの間に、

のべ１８２団体、３，０１８人の方が体験され、参加

者の内訳は、国＋自治体が約５７％、コンサル＋企業

＋その他民間が約２９％、学生が約１４％であり、多

くの官公庁技術者などに利用されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－７ 土木構造物実習施設体験者の変遷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－８ 土木構造物実習施設の来場者内訳 
 

体験者の感想は、ＵＤと同様に「大変分かりやす

い」（体験者の約９割）の高評価をいただいている。

特に高知県・徳島県の職員研修には平成２６年からほ

ぼ毎年利用されている。令和５年度は、四国本社のコ

ンサルタント２業者も利用され、同様に「大変分かり

やすい」の高評価をいただいている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－３ 塩害橋梁(静進橋)による研修状況 

肱川橋 

静進橋 



(3)堤防点検実習施設(以下、「堤防」という) 
四技の研修棟北側に令和２年度に河川の堤防及び

護岸に発生する良く有る変状を人為的に再現した堤防

モデルを整備した。 
これにより、早急に補修される河川堤防異常の点

検・観測・補修等の研修を実施している。 

写真－４ 堤防点検実習施設 
 

堤防の変状として、A～Fの６つのモデルを再現し

ている。A堤防沈下・B流水影響(洗掘・護岸変状・端

部洗掘)・D浸透(基盤・堤体漏水・C対策工法例)・E植
生や雨水影響(ガリー)・F動物(モグラ・イノシシ) 
また、施設にて再現不可能な樋門(柔・剛構造)及び

漏水現象はVR・AR技術を活用し、疑似体験出来る。 
令和３年３月オープンから令和５年４月までの間

に、のべ１０団体、１６４名の方が体験され、好評な

アンケート評価をいただいている。 

写真－５ 堤防点検実習状況(護岸異常) 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

写真－６ VR技術を活用した疑似体験状況 

4.  保有測定機器紹介 

  監督・検査などの際に使用する測定機器を実際に操

作体験してもらい、技術習得に役立ててもらっている。 
  主な測定機器として、 
(1) 簡易支持力測定装置 (ｷｬｽﾎ ﾙ゚)  

簡易的に支持力等の地盤に関わる係数が簡易測定

できる機器。ＣＢＲ・粘着力(ｃ)・内部摩擦角(φ)・
コーン指数(ｑｃ)・地盤反力係数(Ｋ３０)を簡易的に

測定可能な機器。これにより簡単に個人誤差抑制され

た参考値が早く測定できる。 
(2) 電磁誘導  鉄筋探査機(ﾌ゚ ﾛﾌｫﾒｰﾀ )ー   

電磁誘導方式の鉄筋探査機。鉄までの距離補正(ｷｬﾘ
ﾌﾞﾚｰｼｮﾝ)なしで測定できる。かぶり確認などに使用。 

(3)電磁波レーダー  鉄筋探査機(ﾊﾝﾃ ｨ゙ｻｰﾁ)    
電磁波レーダの鉄筋探査機。ＲＣ内部のある程度

の深さまで解る。ただし、ダブル鉄筋も解るが補正(ｷ
ｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ)が必要であり回析が難しい。 

(4)超音波探傷機(KrautkramerUSM35X)     
超音波を利用した鉄筋探傷装置。研修ではアンカ

ー長の測定を行っている。 
(5) 自動追尾式  ﾄ ﾀーﾙｽﾃｰｼｮﾝ(杭ナビLN-1500)     

一人使用可能なトータルステーション(ＴＳ)。杭ナ

ビというソフトを利用すれば簡単に杭設置や確認が一

人で行える。 
(6)レーザースキャナー(ﾄﾌ゚ ｺﾝGLS-2200)     

点群データが録れるレーザースキャナー(ＬＳ)。３

次元測量のデモや実習にて活用。 
また、これ以外にも、シュミットハンマー、テストア

ンビル、塗装膜厚計なども保有しており、貸出も可能。 
 

5.  保有文献紹介 

  四技では、イントラネット内にて、四国技術情報提

供システム(ＹＴＩＳ)を作成・管理している。 
体表的なものとしては、 
(1) 書籍・画像(各事務所年史・図書・文献・動画・

研修画像など) 
(2)  四国の写真(道路・河川の写真ＤＢ) 
昭和５７年国道３３号柳谷洞門陥没写真から最

新まで７，３２３件の写真が検索・利用可能。 
(3) 技術管理業務(過去の四技・全国技術事務所の研

究成果閲覧) 
 

6.  おわりに 

今後も整備局の技術力向上を図る目的で工夫を凝らし

効果的な基礎技術研修を企画・実施するとともに、頼り

になる「四技」と言われるべく、人材育成センターとし

ての役割をしっかり果たせるよう取り組む所存である。 

樋門点検のＶＲ体験 


